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低下水頭曲線（ＤＷ１稼働時）
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低下水頭曲線（ＤＷ１、ＤＷ３稼働時）
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粘土層（不透水層）

▼(3月29日) (3月29日)

盤ぶくれ現象防止に必要な低下水位
▼ TP+29.6m

【　考　察　】

　１．盤ぶくれ対策について

　ＤＷ１、ＤＷ３の２本稼働で、盤ぶくれ現象の防止が可能
　と判断される。
　ただし、雨期の水位上昇を監視し、必要によりＤＷ２の追
　加稼働を行うものとする。

　２．重ね合わせの原理について

　ＤＷ１稼働時のＤＷ２内水位低下量は　S=2.24m　であり、
　ＤＷ３追加稼働時のＤＷ２内水位低下量は　S=2.16m　と
　なった。
　これは複数井戸稼働時に適用される「重ね合わせの原理」
　の有効性を証明したものである。

　

ディープウェル揚水状況の分析
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